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会
長

新
年
の
ご
挨
拶

新
年

明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

千
葉
県
隊
友
会
の
皆
様
に

は
、
平
素
よ
り
海
上
自
衛
隊

教
育
航
空
集
団
、
特
に
下
総

教
育
航
空
群
の
活
動
に
対
し

て
、
深
い
ご
理
解
と
多
大
な

海
上
自
衛
隊

る
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
、

教
育
航
空
集
団

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

司
令
官

さ
て
、
昨
年
は
、
ロ
シ
ア

海
将

大
町

克
士

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に

始
ま
り
、
中
国
で
は
新
た
な
習
近
平
指
導
体
制
が
発

足
、
北
朝
鮮
に
よ
る
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
、
米

国
中
間
選
挙
に
お
け
る
上
院
・
下
院
の
ね
じ
れ
な
ど
、

国
際
情
勢
は
混
迷
の
度
合
い
を
増
し
て
お
り
、
我
が

国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、
冷
戦
後
、
最
も

厳
し
い
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
中
で
、
昨
年
末
に
は
、
い
わ
ゆ
る
戦
略
三

文
書
の
改
訂
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
海
上
自
衛
隊
と
し

て
は
、
創
設
以
来
掲
げ
て
き
た
「
精
強
・
即
応
」
の

真
価
が
今
ほ
ど
問
わ
れ
て
い
る
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
そ
の
期
待
は
、
今
後
一
層
高
ま
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

教
育
航
空
集
団
は
、
今
年
も
ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ

て
海
上
防
衛
の
一
翼
を
担
う
「
精
強
な
搭
乗
員
の
育

成
」
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
こ
こ
で
い
う
精
強
な
搭

乗
員
と
は
、
高
い
飛
行
技
能
は
も
と
よ
り
、
強
靭
な

精
神
力
、
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
環
境
下
に
あ
っ
て

も
上
位
指
揮
官
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
自
ら

考
え
行
動
で
き
る
思
考
力
と
実
行
力
を
も
っ
て
任
務

を
達
成
し
、
帰
還
で
き
る
搭
乗
員
の
こ
と
で
す
。

千葉県隊友会事務局
事務所開所時間
月・水・金

10:00～15:00

隊
友
千
葉
だ
よ
り
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は
あ
り
ま
す
が
、
復
活
し
つ
つ
あ
り
、
自
治
体
と
の

連
携
や
住
民
と
の
交
流
も
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
よ
う

で
す
。

こ
れ
ら
、
困
難
な
環
境
下
で
の
自
衛
隊
の
各
種
活

動
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
Ｂ
と
し
て
大
変
心
強
く
、
誇
り

に
思
い
ま
す
。

千
葉
県
隊
友
会
の
活
動
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
喫
緊

の
課
題
は
「
新
規
の
会
員
募
集
」
、
い
わ
ゆ
る
会
勢

拡
大
に
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
や
自
衛
官
の
定

年
延
長
な
ど
の
影
響
で
こ
こ
２
～
３
年
新
会
員
は
激

減
の
状
況
で
す
。
今
年
は
、
千
葉
地
本
、
各
部
隊
と

の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
退
職
・
退
官
を
さ
れ
る
現
役

の
皆
さ
ん
に
隊
友
会
の
活
動
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
は
、
再
び
増
加
傾
向

に
あ
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
に
お
い
て
も
、
『
隊
友
会
は
、

防
衛
省
・
自
衛
隊
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
県
民
と

自
衛
隊
の
懸
け
橋
』
に
な
れ
る
よ
う
、
細
心
の
注
意

を
払
い
な
が
ら
、
一
意
専
心
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

改
め
て
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

令
和
５
年
元
旦

在
葉
部
隊
指
揮
官

ご
挨
拶
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

千
葉
県
隊
友
会
会
員
の
皆
様
、

特
別
会
員
の
皆
様
、
県
内
自
衛

隊
各
部
隊
等
の
皆
様
、
ま
た
関

係
諸
団
体
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
健
や
か
な
正
月
を
迎

会
長

神
原

誠
司

え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が
波
状
的
に
蔓
延
す
る

中
で
、
入
国
者
制
限
の
撤
廃
や
全
国
旅
行
支
援
を
通
じ

て
経
済
等
活
動
が
再
稼
働
始
め
る
な
ど
、
よ
う
や
く
脱

出
の
兆
し
が
見
え
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
エ
ン
ゼ
ル

ス
の
大
谷
翔
平
選
手
や
将
棋
の
藤
井
聡
太
５
冠
の
活
躍
、

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
活
躍
も
国
民
に
大
き
な
感
動
と
勇

気
を
与
え
た
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
中
国
の
軍

事
増
強
、
北
朝
鮮
の
相
次
ぐ
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
、
民

族
、
宗
教
、
国
境
等
に
よ
る
混
乱
や
紛
争
が
絶
え
ま
せ

ん
。
紛
争
は
、
宇
宙
、
サ
イ
バ
ー
、
電
磁
波
な
ど
の
領

域
ま
で
広
が
り
、
自
衛
隊
を
取
り
巻
く
環
境
は
最
悪
の

状
況
で
す
。

こ
れ
ら
新
領
域
に
お
け
る
対
応
が
急
が
れ
、
更
な
る

防
衛
力
の
強
化
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
種
災
害
派
遣
や
自
衛
隊
大
規
模
接
種
セ
ン
タ
ー
運
営

は
、
大
き
な
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
県
内
の
各
駐
屯

地
・
基
地
に
お
い
て
も
、
諸
行
事
等
が
、
少
し
ず
つ
で
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祝

秋
の
叙
勲
受
章
者

事
務
局
か
ら
お
知
ら
せ

こ
の
春
に
入
隊
す
る
航
空
学
生
が
、
ウ
ィ
ン
グ
マ
ー
ク

を
胸
に
す
る
約
４
年
後
の
安
全
保
障
環
境
は
、
今
よ
り

も
厳
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

我
々
は
、
こ
う
し
た
意
識
も
持
ち
つ
つ
、
教
育
の
さ
ら

な
る
充
実
に
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

一
方
で
、
教
え
る
側
も
変
化
の
適
合
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
高
校
や
大
学
の
教
育
環
境
は
、

以
前
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
部
科

学
省
の
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

今
後
、
自
衛
隊
の
採
用
者
の
素
養
に
も
変
化
が
生
じ
る

可
能
生
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
将
来
の
航
空
機
や
装

備
品
は
、
先
端
技
術
の
導
入
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
高
度

化
、
複
雑
化
が
予
想
さ
れ
、
Ａ
Ｉ
と
の
共
存
も
視
野
に

入
れ
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
我
々
は
、
今
後
の
学

生
に
求
め
ら
れ
る
知
識
、
技
能
を
よ
く
見
極
め
、
よ
り

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
教
育
体
系
や
手
法
を
考
え
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
葉
県
隊
友
会
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、
教
育
航

空
集
団
の
教
育
へ
の
ご
理
解
と
防
衛
意
識
の
普
及
・
高

揚
、
防
衛
・
防
災
施
策
、
千
葉
県
所
在
の
自
衛
隊
の
諸

業
務
に
対
す
る
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
を
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年

に
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

謹
賀
新
年

平
素
か
ら
事
務
局
の
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

わ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
引
続
き
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
主
要
行
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
部
隊
研
修

５
年
２
月
２
７
日
（
月
）
１
３
時
～
１
５
時
半

木
更
津
駐
屯
地
第
１
ヘ
リ
団

➁
理
事
役
会
及
び
後
期
支
部
長
会
議

５
年
３
月
１
１
日
（
土
）
１
３
時
～
１
７
時

千
葉
市
民
会
館

③
令
和
５
年
度
通
常
総
会

５
年
４
月
１
９
日
（
水
）
１
３
時
～
１
９
時

三
井
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
千
葉

細
部
は
、
支
部
長
を
通
じ
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

隊
友
紙
配
布
に
「
会
費
納
入
及
び
協
力
金
の
お
願

い
」
を
同
封
い
た
し
ま
す
。
協
力
金
に
つ
い
て
は
、

ご
寄
付
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
運
営
に
お
い
て
必
要

不
可
欠
な
状
況
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
多
く
の
会
員
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

年
の
初
め
に
あ

た
り
、
会
員
各
位

の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

事
務
局
長

大
根
正
雄

事
務
局

名
簿
担
当

門
脇
理
事
役

会
計
担
当

高
瀬
孝
代
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叙
勲
受
賞

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

長
年
に
亙
る
多
大
な
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

【
瑞
宝
中
綬
章
】

安
達

孝
明

(

元
技
術
研
究
本
部
開
発
官

山
武
東
金
支
部
）

【
瑞
宝
小
綬
章
】

渡
邉

正
和

(

空
自
２
術
校
副
校
長

船
橋
支
部) 

【
瑞
宝
双
光
章
】

安
倍

公
明

(

陸
自
特
別
輸
送
飛
行
隊
長

木
更
津
支
部
）

鈴
木

眞
廣

（
海
自
２
０
３
教
育
航
空
副
隊
長

白
井
支
部
）

第
３
９
回
危
険
業
務
従
事
者
受
章
者

黒
田

幸
男

（
海
自
第
２
１
１
教
育
航
空
隊

館
山
支
部
）

佐
藤

全
彦

（
海
自
下
総
航
空
基
地
隊

柏
支
部
）

永
野

泰
洋

（
陸
自
需
品
学
校

松
戸
支
部
）

長
矢

幸
和

（
陸
自
関
東
補
給
処
古
河
支
処

市
川
支
部
）

堀
川

久
人

（
陸
自
関
東
補
給
処

鎌
ヶ
谷
支
部
）

森

浩

（
陸
自
高
射
学
校

四
街
道
支
部
）

加
藤
岡

英
雄

（
陸
自
空
挺
教
育
隊

山
武
東
金
支
部
）

原
田

忠
義

（
陸
自
習
志
野
業
務
隊

花
見
川
支
部
）

宮
嶋

輝
明

（
陸
自
高
射
教
導
隊

船
橋
支
部
）

mailto:Eメールchibataiyuu@engel.ocn.ne.jp
mailto:Eメールchibataiyuu@engel.ocn.ne.jp
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◆

美

浜

支

部

◆

千
葉
市
美
浜
区
は
、

１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）

４
月
、
千
葉
市
の
政
令
指
定

都
市
移
行
に
伴
い
、
６
区
の

う
ち
の
一
つ
と
し
て
誕
生
し
、
今
年
度
は
３
０
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

美
浜
区
は
、
千
葉
港
以
北

の
東
京
湾
沿
岸
に
埋
め
立
て

に
よ
っ
て
誕
生
し
た
地
区
で

す
。
現
在
の
Ｊ
Ｒ
「
海
浜
幕

張
駅
」
か
ら
「
千
葉
み
な
と

駅
」
に
至
る
市
街
地
一
帯
は
海
辺
で
、
海
岸
線
は
国
道

１
４
号
線
付
近
で
し
た
。
「
幕
張
の
浜
」
、
「
検
見
川

の
浜
」
、
「
稲
毛
の
浜
」
の
三
つ
の
浜
は
、
「
磯
の
松

原
」
と
呼
ば
れ
た
見
事
な
松
林
の
景
観
で
「
日
本
の
白

砂
青
松
１
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。
遠

浅
の
海
岸
は
、
潮
干
狩
り
や
海
水
浴
、
そ
し
て
貝
や
海

苔
の
養
殖
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
の
高
度
経
済
成
長
期
の
都
市
人
口
急
増
に
対
応
す

る
た
め
、
千
葉
市
が
近
郊
整
備
地
域
に
指
定
（
１
９
６

６
年
）
さ
れ
、
「
海
浜
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
基
本
構
想
」
に

よ
り
埋
め
立
て
造
成
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

➁

統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
能
力

極
超
音
速
滑
空
兵
器
に
も
対
応
で
き
る

「
イ
ー
ジ
ス
・
シ
ス
テ
ム
搭
載
艦
」
に
２
２
０
８

億
円
を
計
上
。

③

無
人
ア
セ
ッ
ト
防
衛
能
力

ミ
サ
イ
ル
を
積
め
る
ド
ロ
ー
ン
や
自
爆
型
の

ド
ロ
ー
ン
の
取
得
に
９
９
億
円
を
計
上
。

④

領
域
横
断
作
戦
能
力

宇
宙
領
域
で
ほ
か
の
国
の
衛
星
の
動
向
な
ど

を
把
握
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ａ
衛
星
」
を
製
造
す
る
た

め
５
９
５
億
円
を
計
上
し
、
令
和
８
年
度
に
１

号
機
を
打
ち
上
げ
予
定
。
ま
た
、
極
超
音
速
滑

空
兵
器
を
宇
宙
か
ら
探
知
・
追
尾
す
る
技
術
の

実
証
に
４
６
億
円
、
サ
イ
バ
ー
領
域
で
は
人
材

育
成
の
た
め
陸
上
自
衛
隊
の
通
信
学
校
を
改
編

す
る
費
用
と
し
て
２
億
円
を
計
上
、
電
磁
波
領

域
で
は
、
「
Ｆ
３
５
」
の
取
得
に
２
５
０
４
億

円
を
計
上
。

⑤

指
揮
統
制
・
情
報
関
連
機
能

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
見
ら
れ

た
よ
う
な
「
情
報
戦
」
に
も
対
応
で
き
る
情
報

収
集
や
分
析
の
体
制
を
強
化
す
る
ほ
か
、
Ａ
Ｉ

で
意
思
決
定
を
支
援
す
る
研
究
に
４
３
億
円
を

計
上
。

⑥

機
動
展
開
能
力
・
国
民
保
護

南
西
地
域
で
部
隊
を
迅
速
に
展
開
す
る
た
め
、

陸
上
自
衛
隊
の
物
資
の
保
管
施
設
を
新
た
に
沖

縄
県
に
設
け
る
た
め
、
２
億
円
を
計
上

⑦

持
続
性
・
強
じ
ん
性

部
品
不
足
を
解
消
す
る
た
め
装
備
品
の
維
持

整
備
費
に
２
兆
３
５
５
億
円
、
弾
薬
の
取
得
に

８
２
８
３
億
円
を
計
上
、
「
反
撃
能
力
」
に
使

わ
れ
る
「
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・
ミ
サ
イ
ル
」
な

ど
の
弾
薬
の
確
保
に
必
要
な
企
業
の
製
造
ラ
イ

ン
の
強
化
に
１
６
１
８
億
円
、
火
薬
庫
の
確
保

に
５
８
億
円
を
計
上
。

令
和
５
～
９
年
度
の
５
年
間
の
中
期
防
衛
力
整

備
計
画
に
お
け
る
防
衛
省
の
総
額
を
約
４
３
兆
円

と
す
る
様
、
岸
田
総
理
大
臣
の
指
示
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
現
中
期
防
の
総
額
約
２
７
兆
４
７
０

０
億
円
の
約
１
．
５
７
倍
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
令
和
５
年
度
の
予
算
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
防
衛
省
は
、
令

和
５
年
度
予
算
を
「
防
衛
力
抜
本
的
強
化
の
元
年

予
算
」
と
し
て
公
表
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
予
算
案
の
防
衛
費
は
過
去
最
大
の

６
兆
８
２
１
９
億
円
で
令
和
４
年
度
の
当
初
予
算

と
比
べ
て
１
兆
４
０
０
０
億
円
余
り
多
く
、
お
よ

そ
１
．
３
倍
と
大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

防
衛
省
が
防
衛
力
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
た
め

に
重
視
す
る
７
つ
の
分
野
ご
と
、
記
載
し
ま
す
。

①

ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力

「
反
撃
能
力
」
を
行
使
す
る
た
め
に
敵
の
射
程

圏
外
か
ら
攻
撃
で
き
る
「
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
・

ミ
サ
イ
ル
」
を
早
期
に
整
備
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の
巡
航
ミ
サ
イ
ル
「
ト
マ
ホ
ー

ク
」
の
取
得
に
２
１
１
３
億
円
を
計
上
、
令
和

８
年
か
ら
イ
ー
ジ
ス
艦
に
配
備
す
る
方
針
で
、

射
程
は
お
よ
そ
１
６
０
０
キ
ロ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
配
備
予
定
の

「
１
２
式
地
対
艦
誘
導
弾
」
の
改
良
開
発
・
量

産
に
１
２
７
７
億
円
、
「
島
し
ょ
防
衛
用
高
速

滑
空
弾
」
の
研
究
・
量
産
に
５
０
５
億
円
を
計

上
、
音
速
の
５
倍
以
上
の
速
さ
で
飛
行
す
る

「
極
超
音
速
誘
導
弾
」
の
研
究
に
５
８
５
億
円
、

戦
闘
機
に
搭
載
す
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
製
の
「
Ｊ
Ｓ

Ｍ
」
取
得
に
３
４
７
億
円
、
ア
メ
リ
カ
製
の

「
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
」
取
得
に
１
２
７
億
円
を
計
上
。

令
和
5
年
度
防
衛
予
算
案

老
朽
化
し
た
自
衛
隊
の
施
設
の
建
て
替
え
や
強
化
の

た
め
、
８
６
８
億
円
を
計
上

こ
の
ほ
か
の
分
野
で
は
、
防
衛
産
業
が
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
な
ど
を
行
う
際
の
費
用
を
支
援
す

る
事
業
に
３
６
３
億
円
、
防
衛
装
備
品
の
海
外
移
転
を

支
援
す
る
基
金
を
つ
く
る
費
用
に
４
０
０
億
円
を
計
上

着
々
と
防
衛
力
が
整
備
さ
れ
て
い
く
と
同
時
に
、
法

整
備
も
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

伏
見
昭
彦

（
出
典
元
：NHK

Web
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ュ
ー
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国
道
１
４
号
線
か
ら
海
側
に
約
２
Ｋ
ｍ
、
幕
張
か
ら

稲
毛
に
約
６
Ｋ
ｍ
、
市
域
面
積
の
約
８
分
の
１
に
相

当
す
る
土
地
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
埋
め
立
て
た
所
に

街
が
計
画
的
に
造
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

幕
張
地
区
で
は
、
幕
張
メ
ッ
セ
を
核
に
、
千
葉
ロ
ッ

テ
マ
リ
ー
ン
ズ
の
本
拠
地
マ
リ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
、
大

型
量
販
店
、
文
教
施
設
、
住
宅
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配

さ
れ
て
い
ま
す
。
人
工
の
浜
で
は
、
花
火
大
会
、
飛

行
機
レ
ー
ス
に
も
活
用
さ
れ
、
２
０
２
０
年
に
は
Ｊ

Ｆ
Ａ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
開
所

さ
れ
、
日
本
代
表
の
キ
ャ
ン
プ
拠
点
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

千
葉
美
浜
支
部
会
員
は
、
昭
和
５
０
年
代
か
ら
昭

和
６
０
年
代
に
千
葉
海
浜
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ
移
り
住

ん
だ
方
々
が
大
半
で
す
。
支
部
の
近
傍
に
駐
屯
地
や

基
地
が
な
い
と
い
う
地
域
特
性
か
ら
、
支
部
の
区
内

に
新
た
に
住
み
会
員
に
な
る
方
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い

こ
と
も
あ
り
、
会
員
数
は
自
然
と
減
少
し
、
年
齢
構

成
は
高
齢
化
し
て
い
ま
す
。
支
部
発
足
か
ら
１
０
年

後
の
２
０
０
２
年
で
は
、
会
員
数
は
１
４
１
名
で
、

年
齢
構
成
は
６
５
歳
～
７
０
歳
を
中
心
と
し
て
、
６

０
歳
～
７
５
歳
ま
で
の
会
員
が
約
８
０
％
を
占
め
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
支
部
発
足
か
ら
３
０

年
後
の
今
年
度
で
は
、
会
員
数
は
７
０
名
で
、
８
５

歳
～
９
０
歳
を
中
心
と
し
て
８
０
歳
以
上
の
会
員
が

約
７
０
％
を
占
め
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

支
部
の
活
動
は
、
県
本
部

の
計
画
す
る
県
護
国
神
社
の

清
掃
や
県
殉
職
隊
員
慰
霊
祭

に
参
加
す
る
等
の
他
、
年
１

回
支
部
総
会
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

美
浜
支
部
長

首
藤
敏
明

隊友千葉だより

コ
ロ
ナ
８
波
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ダ
ブ
ル
パ
ン

チ
の
最
近
で
す
が
、
千
葉
県
隊
友
会
の
皆
様
新
年
を

ご
多
幸
で
お
迎
え
の
事
と
存
じ
ま
す
。

四
街
道
支
部
は
約
１
８
０
名
の
正
会
員
と
１
５
名
程

の
特
別
会
員
で
す
。
近
隣
の
支
部
、
四
街
道
の
協
力

会
・
家
族
会
と
連
携
し
、
活
動
し
て
い
ま
す
が
会
員

減
少
と
高
齢
化
の
波
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

下
志
津
駐
屯
地
と
の
密
接
な
ご
縁
が
あ
る
の
が
支
部

の
大
き
な
特
色
で
す
が
、
活
動
状
況
を
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

例
年
正
月
に
実
施
し
て
い
る
四
街
道
支
部
総
会
は
支

部
の
最
大
の
事
業
で
す
。

実
施
内
容
は
総
会
、
防
衛
講
話
、
懇
親
会
が
定
番
で

す
。
参
加
者
は
支
部
会
員
が
約
５
０
名
、
特
別
会
員

約
１
０
名
、
来
賓
が
約
３
０
名
で
す
。
来
賓
に
は
、

四
街
道
市
長
、
市
議
会
議
長
、
関
連
の
国
会
議
員
と

県
議
、
協
力
会
と
家
族
会
、
自
衛
隊
か
ら
は
高
射
学

校
長
と
千
葉
地
本
長
、
隊
友
会
か
ら
は
千
葉
県
隊
友

会
会
長
を
始
め
近
隣
支
部
長
等
の
ご
臨
席
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
防
衛
講
話
は
、
勉
強
の
場
と
し
て
広
く

講
師
を
求
め
実
施
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
令
和
４

年
は
、
住
田
前
陸
上
総
隊
司
令
官
に
陸
上
防
衛
主
体

の
お
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
１
月
の
支
部
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
状
況
を
注
視
し

つ
つ
、
例
年
の
総
会
内
容
を
追
求
し
て
い
ま
す
が
、

一
昨
年
は
中
止
、
昨
年
は
５
月
に
延
期
し
た
教
訓
を

生
か
し
何
と
か
実
施
し
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

支
部
は
、
隊
友
新
聞
を
１
１
名
の
理
事
で
毎
月
手

配
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
合
は
せ
、
支
部

ニ
ュ
ー
ス
を
毎
月
発
刊
し
隊
友
と
合
わ
せ
手
配
り
を

実
施
し
、
会
員
の
一
体
感
を
図
っ
て
い
ま
す
。
支
部

ニ
ュ
ー
ス
は
会
員
に
直
接
関
係
の
あ
る
身
近
な
事
項

の
連
絡
、
健
康
に
関
す
る
事
項
等
を
Ａ
４
版
一
枚
で

す
が
長
期
に
亘
っ
て
継
続
し
て
い
ま
す

◆

四

街

道

支

部

◆
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こ
こ
で
、
隊
友
政
治
連
盟
四
街
道
支
部
の
活
動
も

紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
参
議
院
議
員
選
挙
応
援
は
、
県
の
計

画
の
下
に
、
若
葉
支
部
、
稲
毛
支
部
と
協
同
の
活
動

を
実
施
し
て
ま
す
が
、
成
果
は
不
満
足
な
状
況
で
す
。

ま
た
、
有
志
が
「
四
街
道
市
憲
法
改
正
推
進
市
民
の

会
」
の
柱
と
な
り
、
５
年
を
越
え
る
活
動
を
継
続
し
、

昨
年
十
二
月
に
は
十
七
回
目
の
勉
強
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

今
後
は
、
憲
法
改
正
国
民
投
票
に
備
え
、
一
般
市
民

に
活
動
の
輪
を
拡
大
す
る
必
要
が
有
り
ま
す
。
皆
様

の
御
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

更
に
、
有
志
が
将
来
を
託
せ
る
若
手
の
県
会
議
員
を

応
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
憲
法
改
正
の
み
な
ら

ず
、
日
本
の
安
全
保
障
、
教
育
等
日
本
の
将
来
を
期

待
し
て
の
活
動
で
す
。

こ
の
様
に
、
多
く
の
皆
様
の
御
協
力
を
得
て
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
隊
友
会
の
目
的
追
求
は
勿
論
で
す
が
、

支
部
会
員
の
終
活
を
含
め
て
人
生
を
意
義
あ
る
も
の

に
と
願
っ
て
今
後
も
活
動
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
共
宜
し
く
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

四
街
道
支
部
長

中
尾
英
夫

講師の北原元東チモール大使

講師の田母神元空幕長

千
葉
だ
よ
り
６
９
号

編
集
担
当

伏
見
理
事
役
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